
１．はじめに

本橋は、長崎市と佐世保市を結ぶ自動車専用道

路として計画されている西彼杵道路の一部となる

橋梁である。現在、供用されている西海パールラ

イン有料道路の終点である小迎ＩＣの長崎側に位

置している。
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図―２に構造一般図を示す。

２．現場における課題

本橋の架設条件においては、ベント設備の設置

位置や架設重機の設置位置などが路下において使

用できる所が限定される、また架設ヤード搬入路

の幅員が狭く、大型の移動クレーンの搬入も困難

であった。よって、架設は手延べ式送出し工法を

採用することとした。しかし、本工事においては

送出し工法採用には下記の課題が考えられた。

１）桁がＲ＝１，１００～Ａ＝４５０の曲線桁である。

２）幅員が９．５０ｍ～２１．５０ｍに変化する。

３）地組ヤードの広さが限定されている。

４）下り勾配２．５％での送出しとなる
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図―１ 施工位置
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５）送出し前に合成床版を架設する必要がある

３．対応策と適用結果

�１ Ｒ＝１，１００～Ａ＝４５０曲線対する検討

本橋の平面線形はクロソイド曲線を含むＲ＝

１，１００m～Ａ＝４５０mであり、送出し作業を簡易に

するため送出し基準線を単円に設定することとし

た。送出し基準線はＡ１橋台、Ｐ３橋脚、Ａ２橋

台の主桁中心線を結んだ円弧の近似値Ｒ＝１，２４８

ｍに設定し計画を行った。

�２ 幅員変化に対する検討

本橋の構造は曲線に加え、幅員が９．５０ｍ～２１．５０

ｍに変化する構造である。また主桁本数も２主桁

から３主桁に変化する。そのため、送出しの際の

各橋脚の受け点は絶えず水平方向に変化していく。

よって、その受け点変化に対応するため駆動力は

台車設備が２台及びＡ１～Ｐ３橋脚上に水平ジャ

ッキを各４台使用し、連結したスライドジャッキ

上に９００Ｈ鋼を設置して桁幅員の変化に対応した

（写真―１）。

�３ 下り勾配２．５％に対する検討

送出しは逸走防止のために水平もしくは上り勾

配で行うのが理想的であるが、今回の施工では地

組ヤードが西海パールライン本線より材料搬入が

できるＡ１側のみが使用可能であった。そのため

勾配の高い橋脚からの送出しが架設条件となり送

出しは降下量等の検討も踏まえ桁縦断下り勾配の

２．５％にて行うこととした。

そのため送出し台車設備には、水平ジャッキの

図―２ 構造一般図

写真―１ 橋脚上送出し設備
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前後に５０ｔＨ鋼クランプを設置した（写真―２）。

また、桁後方のおしみ設備には１５ｔウィンチを設

置して逸走防止を行った。

写真―２ 逸走防止Ｈ鋼クランプ

また、桁降下量は下り勾配に設定しても約４．５

ｍとなった。そのため主桁の降下方法としては、

センターホールジャッキ等の特殊な設備を設置す

る検討も行ったが橋脚高さが非常に高く、設置作

業が危険であり、各橋脚上に設置スペースの確保

も困難であった。そのため一般的であるサンドル

を使用して各橋脚を交互に降下させていく方法を

採用した。

各橋脚は桁降下作業に適した上で送出しに耐え

うる設備とするためＨ鋼及びサンドルを組合わせ

た堅固な設備とした（写真―３）。

�４ 合成床版架設の検討

合成床版の架設は、桁下の使用できる架設ヤー

ドが限定され、送出し完了後では不可能な箇所が

存在した。よって、送出し前に架設を行う方法を

採用した。

そのため、送出し架設時に風荷重等の水平力に

対して合成床版が主桁の面外変形を防止している

か、架設時の合成床版の健全性が確保できている

か、平面格子解析を行い問題ないことを確認した

上で施工を行った。

図―３ 架設計画図

写真―３ 桁降下状況
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４．おわりに

本橋の送出し架設は橋梁の構造や現地状況等、

非常に条件が困難な架設となった。しかし、施工

は様々な問題を施工計画段階より考慮し現地架設

に反映した結果、特に大きな問題無く完了するこ

とができた。

特に前述した９００Ｈ鋼を用いた送出し設備は、

今回のような受け点が水平方向に絶えず変化して

いくような、曲線桁で幅員が変化する橋梁の送出

しでは非常に有効な設備であると考える。

今回の報告が、同様な曲線桁での手延べ式送出

し工事に多少でも役立ててれば幸いである。

最後に、本工事の施工に対して、多くのご指導

及びご助言いただいた県北振興局 道路建設第一

課の方々、工事に携わっていただいた多くの方々

にお礼申し上げます。

写真―４ 送出し前合成床版架設完了 写真―５ 送出し架設状況

写真―６ 桁送出し降下完了
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